
第 6回 第七次看護職員需給見通 しに関する検討会

議事次第

平成22年 7月 16日 (金 )

14:00～ 15:30

厚生労働省省議室 (9F)

1.開 会

2. 言義事

1)長 期的看護職員需給見通 しの推計について (伏見委員 )

2)第 七次看護職員需給見通 じ (暫定版)について

3.閉 会

【資料】

資料 1    長期的看護職員需給見通 しの推計

資料 2    第七次看護職員需給見通 し (暫定版 )

資料 3    長期的看護職員需給見通 しの推計及び

第七次看護職員需給見通 し (暫定版)について

資料 4    看護職員確保に関する情報

参考資料 1  第七次看護職員需給見通 し策定方針及び調査票(1)

参考資料 2  第六次看護職員需給見通 し



資料 1

長期的看護職員需給見通しの推計

伏見清秀

東京医科歯科大学 医療政策学講座 医療1青報システム学

小林美亜

国立病院機構 本部総合研究センター 診療1青報分析部

JL目
円 夏

第7次看護職員需給見通しにおいて、社会保障国民会議で
将来のマンパワーの推計も示されていることから、少子化
による養成数の減少などを踏まえ、長期見通しを検討する
ための研究の必要性が指摘されている。

社会保障国民会議による「医療口介護費用シミュレーション」
によって示されたシナリオ、さらにそのシナリオの人員配置
条件を病床区分に沿つた、より精緻な人員配置条件に置き
換えた新たなシナリオに基づいて、2025年までの看護職員
の需給見通しについて推計を行つた。



推計方法の概要

1,医療・介護費用シミユレーション(以下、シミュレーション)

で示された推計方法の問題点を修正

3,供給の推計
18歳人口の減少、離職者、復帰者を考慮し、
2025年までの看護職員の供総数を推計

II卜
=病院の一般病床のみで働く看護

職員数を算出。診療所の一般病
床で従事する看護職員数は除外。

診療所 (一般・療養病床、外来)

で従事する看護職員数を算出。

2.需要の推計

修正したシミュレーションの各シナリ
オの条件に基づいて、2025年までの

看護職員の必要数を推計

→Nl

Nlシナリオの看護人員配置条件に

ついて、ワークライフバランス、諸外国
を参考にしながら、精緻に設定し、2025

年までの看護職員の必要数を推計

→N2

1.シミュレーションからの主要な修正点

1)病院看護職員口診療F~f看護職員数の算出

:1警1事舞1織I 1111

病院の病棟看護
職員数の算出

診療所看護職員の

算出

病院のカテゴリに、「病院」と
「診療所」の一般病床で従事
する看護職員数を含めて算出。

上記に診療所の一般病床で
従事する看護職員を含めて
いるが、診療所にも同様に

その数を計上。

診療所の一般病床で働く看護
職員数がダブルカウント.

問題
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問題       2025年 のシミュレーションで、
療養病床 (介護)で従事する
看護職員が「行政、研究機
関、その他社会福祉施設
等」と、2025年には「介護療
養型老健」等に移行が想定
される「病院の療養型病床
(介護)」 の双方に計上。
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「その他看護職員」のカテ
ゴリ」を「言方問系(訪間入

浴)」 、「言方間看護」、「その
他」のカテゴリに分けて

推計。

2)療養病床で従事する看護職員数の算出

病院の療養病床
(介護)で従事する
看護職員の算出

「行政、研究機関、その他社
会福祉施設等」のカテゴリに
計上したものと思われる。

‐
||||||.||||||||111111‐

‐

・2007年 (現状)では、病院の療養
病床(介護)のカテゴリを作成し、
看護職員を算出。

・2025年の推計では、「病院の療養
病床(介護)」 が「介護療養型老健」
に移行することを踏まえ、「介護
療養型老健」の利用者の増加率分
に現状の療養病床(介護)で従事
している看護職員を含めた。

3)訪間看護ステーションで従事する看護職員数
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訪間看護ステーション
で従事する看護職員数

問題点

「その他看護職員」は、「言方問系
(訪間入浴)」 と「その他」に分か
れており、「訪間看護ステーショ
ン」で従事する看護職員数は、
「その他」に含められていると
思われる。

在宅療養者の増加に伴い、
訪間看護の二一ズが高くなるが、
「その他」に含められていること
から、訪問看護そのものに必要
な看護職員数が反映した推計を
行うことができない。



2.本研究における需要の推計
1)シミュレーションと同様のカテゴリで、2007年の看護職数

を各種調査から把握。把握ができないものについては、

病床区分の入院基本料の看護人員配置基準から、

シミュレーションで示された病床数をもとに推計。

病院の病棟
看護職員数

一般病床―急性期

一般病床一亜急1生期・

回復期等

精神病床

病院助産師

病院外来看護職員数

療養病床 (医療)

療養病床(介護 )

診療所看護職員数

その他看護
職員数

介護保険関係

行政・研究機関等

・『医療施設(動態)調査・病院

報告の概況』(平成19年 )

・『保健・衛生行政業務報告
(衛生行政報告例)結果(就業

医療関係者)の概況』(平成
18盗F、 20生F)

・『介護サービス施設・事業所

調査』(平成19年 )

・『病院概況調査報告書 (日 本

病院会、全国公私病院連盟)』

(平成19年 )

7

2) 本調査で算出した2007年の看護職員数を出発点とし、

シミュレーションの2025年の各シナリオの病床数・

患者数(前述の問題点を修正したもの)をもとに、
「シミュレーションと同様の人員配置条件であるNl」 と、
「本研究で精緻化した人員配置条件であるN2」 により、

各シナリオの看護職員の必要数を算出。

必要数は、原則、常勤換算数を実人員数に換算する

ことによって算出。シミュレーションと同様に、非常勤

の割合が変動することを考慮し、5%の幅をもたせ、
「実人員その①」と「実人員その②」として算出。

■



★各シナリオの需要方法の概要 :Aシナリオ

Blシナ :1症 _
80'5,末  70%
12日

52ラ5「末、90・。、

21万床  9800

76万

: A― Nlシナリオ

・本推計で算出した現状{2007年 )の数値(病院の看護職員の年間総労働時間
を1856時間とした)を出発点とし、Aシナリオ(修正値 )の 病床数および利用者
数の増加の条件に基づき推計。

|        |・ 看護職員の年間労働時間は1800時間。

A‐N2シナリオ
・病院では、Aシナリオの在院日数で年間労働時間の達成が想定される人員

配置とし、Aシナリオ(修正値)の病床数および利用者の増加の条件に基づき
推計。

★各シナリオの需要方法の概要 :Blシナリオ

琴急1大(2007有→ Aシナリオ Aシナリオ (修正 値 ) Aシナリオの概 要

急性期
103フラF薇  78%
20.3日 133万 床 203日 【急

性 :155日 (高度急
性 :20.1書 、一般急
性 1134日 、亜急性 期
等 :75日 )

118万床

護サービス提供に関す
る問題 点 (不 明確な機
能分化、手薄な人員配
置 、ニーズに対応した

亜急性期・回復期等

長期療養 (医療療養 ) 23万床 93% 39万 床 93% 37万床

介護
施設

特 養 42万人 85万人

老 健 42万人 83万 人

居住

系

特 定施設 11万 人 22フ5ノk

グループホーム 13万 人 25万 人

:03フ5F薇  78,`
203日

亜 急性 期・回 復 期等

長期療養 (医療 療養 )

グループホーム

70万

71万床

46フ5「薇

20,5″薇

改革シナリオ :-1■ 病床を「急
生期 」と「亜急性 期・回復 期
等」に機能 分 化。医療資源 の
集 中投 入 により、急性期の在
1暁 日数 は 155日 -12日 に減
少ω医療必 要 度の 低い需要 は
介雄施 設 で受 け止める`.居 住
系・在 宅サービスを強化一 現
状 て在院 日数 12日 を達 成して
いる病院 の 平均 的な人員配 置
を想定 。亜 急性 期 や回復 期の
リハビリテーションが必要な
ケースなど、状 態イ象に応した適
切な人 員配 fi lの もとで医療・

介議 が 受 けられ るように想定 。

33フ5

35万

Bl― Nl
シナリオ

Bl― N2
シナリオ

・Blシナリオ(修正値 )の病床・利用者数の増減を活用。
・A― Nlシナリオの数値を用いて、Blと 同様に「急性期」と「亜急性期」の病床で
従事する100床あたりの看護職員数を2割増しとした。

・精神病床の看護職員数、病院助産師数は、Blシ ナリオと同様に、A― Nlを固定。

・Blシナリオ (修正値)の病床・利用者の増減を活用。
・看護職員の年間労働時間は1800時間。
・病院、訪間看護ステーションの看護職員の年間労働時間を1800時 間とした。 |
。「急性期」の看護職員配置を現状の特定入院料、入院基本料の届出病床を  |
もとに、配置基準を引き上げて算出【『 lo対 1』→『9対 1』 (結核病床除く)、    |

『7対 1』 →『6対 1』 、それ以外は固定】。                 |
・「亜急性期・回復期」は『 15対 1』 、「精神病床」は『 13対 1』に設定。      |



★各シナリオの需要方法の概要 :B2シナリオ
現鰻犬(2007年 ) B2シナリオ 32シナリオ修正1直 B2シナリオの概要

急性期
103万 床 78,6

203風

67万床 70%
10日

59万床 改革シナリオ(大胆な仮定):

一般病床を急性期と亜急性

期・回復期等に機能分化。医

療資源を一層集中投入するこ

とにより、急性期の在院日数
は155日 →10日 に、亜急性

期・回復期等は75日 →60日 に

減少。医療必要度の低い需要
は介護施設で受け止める。居

住系・在宅サービスを強化。→

人員面E置を現在の-11病床と

比較して概ね倍増。

亜急性期・回復期等
44万床 90%

60日
39万床

長期療養(医療療養) 23万床 93% 23'5,ヽ  98% 22万床

護

設

介

施

特養 42万 人 78万 人

老健 42万 人 72万人

居住

系

特定施設 11万人 33万人

グループホーム 13万人 35万 人

B2-Nl
シナリオ

B2-N2
シナリオ

・32シナリオ{修正値)の病床・利用者の増減、看護職員の増加率を活用して

算出。
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B3-― N2
シナリオ

―‐苺…凛

・B2シナリオ (修正値)の病床・利用者の増減を活用。
・看護職員の年間労働時間は1800時間。
・手術部門の看護職員数を100床あたり3.4人として算出。
・「急性期」は『5対 1』、「亜急性期・回復期」は『15対 1』 、「精神病床」は『13対 1』で設定。
・「病院助産師」は、1人の助産師が介助可能な分娩数を約25件/年 【日本

産科婦人科学会「産科医と助産師の協働について 助産師の卒後の

就職先についてJ(平成21年 10月 14日 )】 、
2025年 の分娩件数が732,000人として算出【国立社会保障・人口問題研究所
日本の将来椎計人口(平成18年 12月 推計)出生中位 (死亡低位)の推計値】

・B3シナリオ(修正ltL)の病床・不1用者の増減、看護職員の増加率を活用して

算出

・B3シナリオの病床・利用者の増減を活用。
・看護職員の年間労働時間は1800時間。
'33シナリオと同様に急性期を「高度急性」と「一般急性」に区分。

手術部門の看護職員数を100床あたり3.4人 として算出。
・「高度急性」は『7対 1』 、「一般急性」は『5対 1』 、
「亜急性期・回復期」は、『15対 1』 、「精神病床Jは『13対 1』 に設定。

・「病院助産師Jは、1人の助産師が介助可能な分娩数を約25件/年 、
2025年 の分娩件数が732′000人として算出。

★各シナリオの需要方法の概要 :B3シナリオ
現 状 (2007年 ) B3シ ナリオ B3シナリオ修正値 33シナリオの概要

急 性 期

:03フ5,ス  78ヽ
203日 悪晨晟継 |::肩鳴底 23万 床

一 般 病 床 を高度 急

性 、一 nl急 1■ 期 と亜 急
性 期・回復 期等 に機
能 分 化 。医療 資源 の

投 入により、在 院 日敷
1ま 高 度 急性 期 で20'
日-16日 、-11懲性

期 で i34日 -9日 、亜

急 性 期・回 復 期 等 で
75日 -60日 に減 少 。
医療 必 要 度 の低 い需
要 は介 饉施 設 で受 け
止 める。居 住 系・在 宅
サービスを強 化 。一 高
度 急 1螢 期 では 、人員
配 置 を現 在 の一 般 病

床 と比 較 して概 ね 22
倍 。一 般 急性 期 の 人

員配 量 を現 在 と比較 し
て概 ね 18倍 。

―餃 急 性
 |;:編先

43万 εに

亜 急 性 期・回復 期 等 晋農蟻輩・「0万床
"ヽ

35フ 5諄薇

22万 床長期療姜(医 療療養 ) 23万 床  93●● 23'5E■  98'も

護

設

介

施 犠
一拠

42万 人

42万 人

78万 人

2万 人

居 住

系

1寺 ズ
=か

じお, 11万 人 33,ラ メ、

グループホーム ,3万人 5万人

-1

1

1



3.本研究における供給の推計
B金看護師養成機関の1学年の定員数 (日 本看護協会 :看護関係統計
資料)をもとに2008年 から2025年までの新卒者数の推移を、18歳人口

【出生中位 (死亡低位 )】 (国立社会保障・人口問題研究所 :将来推計人口
―H18年 2月 推計)の 2008～ 2025年 の対前年増減率を活用し、推計。

・単純回帰モデルにより、各年度の新卒者数を算出。

新卒者の供給推移

El年間あたりの看護職員の増加数 12006年 から2008年の看護職員の

増加数が「63′ 372人」であり、1年間あたりで、「31′ 686人」増加。
→新卒者数と再就業者数の計から退職者数を引いた値が

1年間あたりの看護職員の増加数になるように、1年間の退職者数を
「約119′ 000人 (離職率を約9%と想定)」 、再就業者数は「98,000人」と

設定し、退職者数、再就業者数は各年度一定で推移するものとした。
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看護職員の供給見通し
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推計値の補正

本研究では、2007年度末の看護職員の全体数を、

「2006年度末」および「2008年度末」の「衛生行政業務

報告例」の値から算出し、それに基づき、2025年まで

の看護職員の需要数の推計を行つた。

その後、厚生労働省医政局看護課より、2008年の

看護職員数が公表されたため、その数値を用いて

看護職員の必要数の補正を行うとともに、供給数に

ついてもその数値を用いて(離職率、18歳人口の

減少率は本研究の条件を固定)、 算出し、2025年まで

の推計を行つた。

2000 2010 20:3 2014 20:5

看護職員数 138408 :503.00

増加数/年 3055 2804

2018 2020 2022 2023 2024

看順職 員数 :69342

増加 敗/年 26.78 20`36 25.94 2552 2427



看護職員全体数の補正率

衛生行政報告例
(2008年 度末)

医政局看護課

(2008年 )

颯袋が整話した2008年 ～2o25年の各年度の値 !通

宝悽056儀を乗じて補正

2025年における看護需給の見通し

“「病院」の看護職員数に
ついては、「病院報告」。

・「診療所」の看護職員数に
ついては、「医療施設調査」

・「病院」及び「診療所」以外
の看護職員数については、

「衛生行政報告例」
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ヨ全てのシナリオについて需要が供給を上回る



まとめ

■本研究において、2025年では全てのシナリオで需要が

供給を上回る結果となつた。しかし、下記の因子により、
看護職員の必要数 (需要)は、影響を受ける可能性が
あり、今後、さらなる検討が必要である。

①看護職員の質と量のバランス(例 :急性期医療で新卒
看護師を多く雇用しても量「戦力にはならず、むしろ、
それをカバーする中堅看護職の業務量が増加)

②地域偏在
③他専門職や看護補助者を導入し、どの程度の機能

分化口役割分担の促進を図るか

④短時間勤務雇用者がどの程度増加するか



第七次看護職員需給見通 じ (暫定版)常勤換算

注)四捨五入のため、各項目の数値の合計等は一致 しない。

資料2

(単位 :人 )

区 分 平成 23年 平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年

向 要 見 通 じ 1,405,100 1,430,200 1,454,800 1,477,700 1,500,000

① 病    院 900,500 920,000 937,800 952,700 966,200

② 診  療  所 232,300 234,800 237,300 239,700 242,50C

③ 助  産  所 2,300 2,300 2,400 2,400 2,400

護

ン

看

シ

間

一テ

訪

ス
一④ 28,400 29,600 30,800 31,900 33,100

(5)介 護 保 険 関 係 152.600 154,000 156,000 159,600 163,300

161掌窒響賞管ろを篠7) 19,600 20,300 20,900 21,500 22,00C

の写∫養
自Ъ嘉 17,600 17,700 17,700 17,800 17,900

③ 保健F~f・ 市町村 37,500 37,600 37.800 38,000 38,200

19)事業所、研究機関等 13.800 14,000 14,100 14,300 14,400

供 給 見 通 し 1,348,800 1,378,900 1,411,600 |,446,700 1,484,600

1)年 当初就業者数 1,321,900 1,348,80C 1,379,000 1,411,600 1,446,70C

2)新 卒就業者数 49,500 50,600 51,400 52,500 52,900

③ 再 就 業 者 数 121,000 124,200 127.700 130,900 135,300

の撮
職
ち|こ

よ
象 143,500 i44,700 146,500 148,300 150,300

需要見通 しと供給見通 しの差 56,300 51,200 43,200 31,000 15,400

99.0%(供給見通 し/需要見通 し) 96.0% 96 496 97.0% 97 9%



参考 第七次看護職員需給見通 し (暫定版)実人員
(単位 :人 )

区 分 平成 23年 平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年

需 要 見 通 し 1,541,500 1,570,200 1,598,100 1,624,000 1,649,900

①病    院 939,100 9591400 978,700 994,400 1,009,500

②診  療  所 280,800 284,000 287,100 290,000 298,400

③助  産  所 2,700 21800 21800 2,800 2,900

護

ン

看

シ
問

一一丁

訪

ス
④ 36,300 37,90C 39,500 40,900 421300

⑤介護保険関係 182,400 184,600 187,500 192,100 196,80C

⑥撃室響賞賛きを藤〒)

22,800 23,700 24,400 25,100 25,80C

等
所

師
成養

護
校

看
学

⑦ 18,900 19,000 19,000 19,100 19,100

③ 保健所・市町村 42,400 42,600 42,900 43,100 431300

⑨ 事業所、研究機関等 16,000 16.200 16,400 16,600 16,800

供 給 見 通 し 1,4821600 1,517,700 1,555,700 1,596,500 1,640,30C

年当初就業者数 1,451,00C 1:482,600 1,517,700 1,555,700 11596,50C

新 卒 就 業者 数 51,100 52.200 53,000 54,100 54,60C

再 就 業 者 数 140,000 143,700 148,000 1511900 156,80Cl

退 職 等 に よ る
減  少  数

1591300 160,900 163,000 165,200 167,600

需要見通 じと供給見通 しの差 58,900 52,500 42,400 27,400 9=700

(供給見通 し/需要見通 し) 96.2% 96.7% 97.3% 98.3% 99.4%

注)四捨五入のため、各項目の数値の合計等は一致 しない。



長期的看護職員需給見通しの推計及び第七次需給見通し(暫定版)に ついて

(実人員)

「

供船数 ■‐

長期
"叶

2025年

(準虚37年 )

1:フ ||千人

第 七 次 需 要 見 通 し

2oll-2015年

(平鳳23年 ～27年 )

1,541～ 1,649千 人

ぶぶぶ∬ポござ∬♂♂ず♂♂ずがず∬∬∬
■驚彎散A‐ N2111、 一‐般 litl床 及ひ療撥ヵヽ

't(医
療 )の機tttllit贅 散は、 100,tあ たりの鶴護職饉散を1見1人 (ノ008年 (平成20'「 ))lllllilと |′ 、

ノ0ノ デト (平成3/年 )の Iお書の伸 llを 単ルtllおい で衝護1健 員必告数を疇出。

fiil17r、 お方ド:1梅 :饉スプーシ3)ll年 ‖]耗

'労

働‖寺間を 18650寺 問から1800時間|[改 昌する`Iと を考藤。

1需ウ
='3ノ

Nフ け、一般 1ヽ床を急1生 |サ lどl mitt性 ・llll機 llll等 |[機 能分イし。触1lllllの購 ll資源なtl中 1,入 t′ Il急 1lllll・ llJlttllllと のirilを ぢ1化。在ll・ IJ"lJ ltt少。

1ヽ 1喘  ∴んrJttI薔 ステーションの構 Iも liltttlr2年 間総労 1勁 lll間 を 1865R青 ‖うから1800時間に改薦 りることや、機護lllt擬 配構114のら|さ 上 |ザ 等を考′・・
:驚些:'A― N′ 、32‐ N2は 、り1常勤 (,0時 間労働為)の 高り合げ),tiさ みにより、5%1■度中

“

のある1“ Ll値 となつている。

IA― N2、 32-N2の 考え方についてのi羊細は蘭オ11の p.9、 p llを ■!‖ 。
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資料4

看護職員確保に関する情報
―「第七次看護職員需給見通し」策定のための

実態調査 (都道府県調査)結果 (暫定版)一

結果概要
″ 調査対象 :病院、診療所、介護老人保健施設、訪問看護ステーション、助産所、

保健所、市町村、看護師等学校養成所
″ 調査票発送数 :53,834施設
″ 有効回答数 :36.451施設
> 有効回答率 :677%
レ 回答者ごとの調査票発送数、有効回答数は以下のとおり、0内 は有効回答数

・病院:8,743(7,357)
。診療所:19,651(11,250)
・介護老人保健施設:13,383(9,193)
・訪間看護ステーション、助産所:8,264(5,282)
・保健所、市町村12.638(2.254)
・看護師等学校養成所:1,155(1`115)

注)調査票の記入者は、看護担当責任者 (看護部長等)と し、各施設 (所 )長の了解を得て提出となっている

常勤退職者の主な退職理由
(_1位 3つよでの10散 卜J露 、鶴

`ィ

1:イ1)
0           1,000         2,000         3′ 000         4′ 000         5,ooo         6.000         7,000

出産・青児

絡ク會
,紙

本人の僣康問題 置魏颯鮨翻
甲綴爾咆爾檸鱚麗鰻颯屁螂凸炒躊辣愧靡鶉鰈鰈颯郵銀轟轟:麒鰺

家lllの llP康・介II問 題

輔時間が郎ヽ
翻ょ計吻颯|  |

給与に不満

夜動の負lJが大きい 濯覇轍鍮驚爾圏罐鐵翻

責イIの 醸さ。医嫌事故への不安

キヤリアアッフの機会がない 燿懸鰯圏鐵蟷鰺爾

その他 賤辣玲貶魃漑顆颯骰巡翁蝙蠅鑽鐵隋颯鰺贔醸鐵驚は翻蜀辣饉遷鵞鑑 1弩

※その他  ″他施設への転lil

″定年退1哉

′家庭の事情

′業務内容についていけない

転居

進学 椰

他分野 (構 護以外 )への興味

人間関係



基礎教育終了時点と現場とのギャップ

現代の若者の精神的な未熟さや弱さ

看餞職員に従来より高い能力が求められるようになってきている

個々の看護職員を「認める」「ほめる」ことが少ない風土

現場の看護職員が新卒新人に教える時蘭がなくなってきている

交代制など不規則な勤務形態(夜動など)による労働負担が大きい

新卒職員を計回的に育成する体制が整つていない

新卒職員が看護の仕事の魅力を感じにくい状況にある

医療事故を起こす不安が強く壺縮している

看雛業務が整理されていないため、新卒職員が混舌tする

若者が置かれた社会的状況が経済的自立の必要性を弱めている

統内保育の充案

子繭て期間中等の夜勤負,E軽減

有給休暇の取得促進

超過勤務削減のための取り組み

寮や住宅手当など住環境の発案

人事考課の導入

希望を生かした人員配置

多様な勤務形lLtの導入

研修体制の確立、外部研修への援助等によるキヤリアアップの支援

専Pl性が発揮できるような讐護業務の整理

構雛職民の経営への参力0

職員の声を聞く仕組みなどマネジメントに参爾する機会の提供

織務満足度を定期的に確認、ふ平価している

人を青て個人を大切にする風土づくり

上司以外の相談窓日の設置

医療事故防止のための病院全体の取り組み強化

その他

※その他

その他

不明

※その他  ″結婚

ル出産

″人間関係

レ他分野への興味

看護職員の定着促進を促すために効果をあげている取組

新卒職員に特有の主な退職理由

0        500      1′ 000      1′ 500

0        2,000      4,000      6′ 000

III‐ 1  1

(上位 3つまでの複数回答、単位 :件 )

2,000     2,500     3.000     3,500

(1位 3つまでの17数 Flll答、
8,000      10,000

~11~

l14位 :件 )

12,lD0

′各種休暇の充実

′適正な人員画己置、看議助手の配置を増加

>給与等の待遇

レ看護部長等による面談・相談

2



看護職員の再就職に効果をあげている取組
(上位 3つまでの複数回喬、単位 :件 )

0     2,000   4′ 000   6′ 000   8,000   1o,ooo  12,000  14′ 000  16,000  18,000  20,000

再就職のための研修・教育プログラムの充実

再就職の覆護職員の周囲のサポートがてきている

相談できる窓口がある

ナースバンクに求人をだしている

Elt案 安定所(ハ ローワーク)に 求人をだしている

求人広告をしている

集囲説明会を開催している

退職者を勧誘している

いつても見学、相談ができるようにしている

その他

※その他

|

J   I   I

専門看護師・認定看護師の今後の配置計栖
論

29%
(()(,2(1)

97

(3r).(①専門看護師

″職員、知人、地域の方々等からの紹介
′ホームページ

″人材紹介会社への求人

″Elコミ

千成21年 6月 1日 現在のうd置 状況

19。 。%|
く′7.8()イ 11)

今後 (平 成27年 議で)の 1博 員予定

平成21年 6月 1日 現在の配置状況

1851%‐

(26′ 41,1`11)

今後 (11成 27年 まで)の i鶯 員予定

配置あり 配鐵なし

上llの数値は、回答かあった施lt全体を100%と した
'場

合の1り 合
下llの ()内の散lFlは実散

②認定看護師
筋
瑚

３

ハ

ー

　

　

０
‐

鰯押
鷲証
≫
ぶ
］
“



自由記載に記入された意見の例

○保育に関すること

・院内保育への補助、学童保育所の設置

・夜間 (24時間)や病児保育所の設置

○勤務形態に関すること

・短時間正規雇用や長期休暇制度の整備

・子供の体調不良時等の一時的な代替要員の確保

日経験豊かな看護を得るため、定年退職者に再就職を進めてほしい

○就業環境に関すること

・専門職に見合つた給与、超過勤務軽減に向けた人員基準の見直 し

・夜勤の負荷のため勤務継続意思がなくなる人がいる。

○研修に関すること

・長期間を要する研修への派遣体制の整備。

C潜在看護師の掘 り起こし研修の実施

口新人看護職員研修、訪問看護等領域別の研修の充実

○啓蒙活動・養成強化に関すること

口看護学校の新設

・中高生に対 して、看護職を選ぶような働きかけが必要

○職業紹介に関すること

いナースバンクを今後も充実 してほしい。

・ナースバンク等公的な求人紹介では求人確保ができず、有料紹介の利用が増えている

・体暇中の人に、インターネッ トや新聞などで、各施設の特徴や長所、職場定着の取組

など宣伝できればよい

○看護職員の偏在に関すること

・看護職員の偏在があり、中小規模病院、過疎地等では看護職員確保が困難である

○業務内容に関すること

ロアセスメン トや記録が多すぎてベッ ドサイ ドケアが十分にできない

・訪問看護は責任が重 く、拘束時間も長いため、精神面のス トレスも多い

○診療報酬 “介護報酬の改正 口充実に関すること



参考箪料1

第七次看護職員需給見通し策定方針
及び調査票①
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(4)需要数の推11‐ 方法

① 看護職員の需要数を施設ごとに推計する。

② 各施設における看護の質の向上や勤務環境の改善などを見込む。 (な お、平成
22年に施行される保健師助産師看護師法及び看護師等の人材確保の促進に関する

法律の改正についても留意する。)

※ 短時間正規雇用職員及び非常勤職員については、需給見通 しの策定に当た り、

所定労働時間を基に常勤換算する。

※ 常勤換算については、就業時間を各施設の週の所定労lllll時 間で除 して算出す る。

なお、常勤換算方法の具体例については調査票に記載す る。

※ 各都道府県において需要数を積み 上げて推計する場合に、未提醒・未記入施設

や抽出調査の推計に当たつては、提出・記入のあった全施設や抽出調査のあった

全施設 を積み上げた計数の伸び率を勘案 して推計する。

(5)供給数の推計方法

平成 23年か ら平成 27年の供給数は、欄
`道

府県が推計するもの とする。

なお、算定の考え方は次のとお りとする。

年 当初 就 業 者 数 十新 卒 就 業者 数 卜再 就 業 者 数 ―退 職 等 に よ る減 少 数

※ 常勤及び非常勤の実人員を把握する。 また、同様に、短時 1飼 1正 規雇用職員及び

非常勤職員については、■:給 見通 しの策定に当た り、所定労1助 時間を基に常勤

換算す る。

※  「年 当初就業者数」は、本実態調査の就業者数 (6/1現在 )、 同年実施の医

療監視又は県で把握 している従 J「者放とするじ

※  「新卒就業者数」は、り:t内 新卒に県外からの新卒転入者数を加 え_た 数とす る。

県内新卒 :卒業見込数に県内就職率を乗 じた数

新卒1伝入者 :年当初就業者数に新卒転入者率を乗 じた数

※  「再就業者数」は、年当初就業者数に再就業率を乗 じた数 とする。

再就業率 :本実態調査の再就業者の実績又は各都道府県ナースセンターーの就

I設率

※ 退職者数は、年当初就業者数に退職者率を乗 じた数とする。

退職者率 :本実態調査の退職者の実績

(6)見通 し期間

平成 23年か ら平成 27年までとする (5年間)。

(7)都道府県の需給見通し結果報告期限

平成 21年 9月 から、各都道府県において調査に清手し、調査票の「]基本情報」、



「2.就 業 状況」、「3 今後の看護職員配置計画」にっぃては平成 22年 2月 15日 ま
で に集 計 の上 、需給見通 しを作成 し、厚生労働省 に提出す る。調査票の「4.春護職員
確保 に関す る情 報」については平成 22年 3月 末 日までに集計の うえ、厚生労働省 に提
出す る。

3 各都 道府 県の調査方法

(1)実 態調査 の実施方法

各 調 占対
rjl施

設 liJ月 吉:亨 を送イ寸し、各方t設が現1た 7れメ/,itの 経
′
,1方夕十を踏まえて記

入 した ものの集 計 を路 まえ、都道府県が取 りすとめ て,。

`つ
 以下の'施 :1に ついては、圭救調査を機本とヶ:,っ
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(2)施設毎の推計の考え方

① 病 院

現状及び以下の病床数や各部門の事由を考慮 し推計する。

ア 病床数

・ 病床過剰地域については、増床 しないことを基本 とする。

・ 病床非遇 X‐
ll地域については、基準病床の範囲内において、具体的に整備の計画

がされているものを基本 とする。

・ 医療計画や医療費適正化計画等の改正や見直 しについては、把握 している限 り

においてその整合性を配慮する。

イ 各部門等

・ 病棟部門

医療の高度化や在院 日数の短縮化等を踏まえた看護体制 (施設基準)を考慮す

る。

産科 。産婦人科病棟においては、分娩件数、産前・産後のケア、育児不安への

対応等を考慮する。

院内助産所の設ri及 び助産師の配置を考慮する.

・ 外来部門

医療ニー ズの高い外来患者や 日帰 り手術の増加などを考慮す る。

助産師外来の設置及び助産師の配置を考慮する。

・・ 病院管理 。
'針
護管理部門

病床規模 に応 じた lF任 の リスクマネ ジャーや地域医療連携のための担 当者 、

労務管理・研修企画などのマ ネジメン ト機能の強化など4・ 考慮する。

・ 訪間看護部門

在宅ケアの推進を考慮する。
,そ の他

研修体制の充実 。見直 し等

② 診療所

ア 有床診療所

現状及び今後の動向を踏まえて推計する。

特に、産科診療所においては、分娩件数、産前・産後のケアを考慮す る。

イ 無床診療所

現状及び今後の動向を踏まえて推計するの

③ 助産所

現状及び今後の動 1向 を踏 まえて推計する.



④  訪問看護ステーション

医療ニーズの高い在宅療養者の増加等今後の需要状況を踏まえて推計する。
介護予 防における医療と介護のittJtな ど介:11保 β;1事 業支援計画の見直 し等について

は、把握 している限 りにおいてその整合性を配慮する.

0 介誰保険関係 (訪問看i=ス テーションをF金 く )
,fに 護予防 における医庁 と介:|の iJ:携 な lゴ介誰 ll陸事 業■授計画の見直 し等について

lit、 J日た してし■,111り にJ:い て t́ノ〕1::静′
|」1を 配り壱|す う.
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就業状況調査結果を考慮する。

(2)再就業者数

実態調査及びナースバンク、職業安定所 (ハ ローワーク)等を通じて把握 した再就

業者数の現状及び今後σ)動 向を踏まえて推計する。

(3)退職等による減少数

退職、他の都道府県への移動等による減少を踏まえて推計する。

ｎ
Ｕ



F第七次看護職員需給見通 しJ策 のための実態調査

の実施にあたってのご協 につしヽて

〇本調査 は、厚生労 llJl省 において策定する「第七次看言1lit員 需給見通 し」の基
礎 となる、都道府 県における需給見通 しを把握するための 11米Jと なるものてす。

○調青票記入に当たっては、「軍J七次イi:(1lt il ll:綸 見通 し策定方手IJを踏まえ、
調 iヽ::「 の記入 ,I領 をご参照いただき41が ら、各方(1言サの判断の下、記入 な」じ願ぃ
しま

―
り
~.
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調査票① (病院 (指定介護療養型医療施設を含む。))

1 基本情報

以下については、平成21年 6月 1日 現在て記入してください .

(1)電設の名称について、都運府県知事の許可を受けている名称を記入して ください.

設   名

(2)貴施設の住所について市町村名から記入して ください。

所

(3)貴施設の設置主体は次のうちどれですか ,

0 国 ② 独立行政治人 ③ 日立大学法人 O =方 自浩体 ③ その
`t公

的 (日 赤、済生金、軍生連 1し湾菫社圭=奥番書)

C 大学医学誌陽眠毎現 (日立大学法人をはく
' 0 

社曇福祉法人 O at全保波躍係6体 (全堂社
=姜

及凛
==合

多、こ生年奎事異凛聾口を含む.

◎ 公蓋法人 ⑩ こ僚法人 ⑪ 宇検,i人 (六事E事部爾属暑院を峰く, lF●l =式 去社 0 二人 0 そのt

(4)病床の建摯毎の病床な、入院・外来患者跛

・ 病スのこ31ご とに病床数を記入 してください。
・  「雲景」「精神」に指定介邑a姜型医療

=設
がある場合に1よ 、その病員数を再豊で記入 して ください,

・ 入院ユび外来3着強は平成21年 6月 における1日 平均入院患者菫及び外栞患者まを記入してください。

(■● 薇 人
'

内容等の問い合わせ

IEし                   、 FAX

担当者名

言 ス II =リ ―   崚
‐

FR 養

綺 t'ヨ
● ■ =
●悛

=`ll

精   神

購 篭   撼 悪 彙 書

計

一
一
一

一

一

一満 床 数

.\Eeafti
tr=e€'n>/"' 1/ / / /
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(3)採用の状況

・ 平成20年の採用の状況につしヽて、下記の曇により、どの婁籍について摂
=し

たか各区分に
=入

して ください。

‐ 複数免許を有する場合は、案燎に行っているミ轟に最も口係する資格日に記入してください。従って、傷えば、助こ師と者証師の免許を所有していても

う菫業務を行つている理合は「看証5」 書に記入することとなります。

‐ 人壁は実人員で記入 して下さい .

(■位 人 |

(4)退
=者

のま 況

・  平 咸 20年の■ 島
=員

の退 磁 書 菫 を記 入 して くだ さい。 ま た 、そ の うち新卒 ヨ 員の退 鑑者 鍍 を記 入 して くだ さい。

合 計     |  うち話卒量員 (再書〕

常 勁 ミ 員 の 退 ミ 者 露

新卒 (眠卒で免許取織後 l年 未藤の言を む ) 銚=以外 (再 襲ミ番
=)

驚 I「 うち通嘲 on正 浸足
用 (再掲)

ヨト奪動
=計 =ユ うち短時間正規足

用 (再 褐 )

:ヽ な勤 合 計

長   t  薦

助 産 断

看   E  ま

造

`鎮
:う

計
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異人員 常勤換r●

合計 (① +◎ )

(再議)論置
"ヒ

(o+③ )

(2)平成23年 から平成27年の看盪巨員配置計画について、以下の表に人喪を記入してください。
・ 上記「3-(1)」 の書要人員数をもとに、各年ごとに、今後必要な看こ轟員

=を
見込んで、実人員及び宮勤i算の人数を算定してください。

・ 平蔵27三の署護量員の監値 (異人員.■動演算)は 、 「3-(¬ )](c二 )の合計菫 (婁 人員、常所長二)と 同じになります。
・ 各年ごとの霊置計画が未確定の場合は、「3-(1)」 (B表 )の書喜人員の増五数を島等に、「3-(1)」 (A長 )の平成21年 6月 1日 現在

の人員数に加えて
=入

して ください。

(■ 悛  人
'

C 手晟 27==舞 こ の 書 要 人 員監                    (■ 逮 人)

婁 人員

平虚23年       |~ ~~   平成24年

1  驚勤換工   1   莫人 員   1  毎勤捜 更

・    =成 25年

1   薬人 ■   |  =菫 演算

看 還 温 員

詢 EE・ (再 掲 |

|

==27三
:こ ま 上記C曇の合計 、⑬

==27年
に 1ま  上記C長の合計 i゙

看 ニ ミ ■

勤還麟 (再 i3)
'類

を転 :こ してください ,

再掲 訪遺露な|を 転記 してくたさい .

看重電員確保に関する情報

(1)平建20年の■勁E員退
=号

について、主な退ミ理由の上位3つ をアの曇に記入してください く上位から順に①、②、0と記入してください).

また、覇卒
=員

に■有の退瞳理由の上位3つ をイの表に記入してください (上位から贖にO、 ②.③と記入してください)。

ア 常動 退ミ 書 の 三 な運 ミ 理 由 の上 位 3つ

七こ 可児 露治済出が長い・超ミ
=凄

が多t

ホ量がとれない

●人の望晨間艶 1名与に不法

繁縞のは康 ‐介
=燿

コ 三動の A担が大きL

L‐居 責任の 工 さ 磁亜革裁への不安

進 宇 キヤリアアップの崚金がな

三分欝 (者 蟻 以外 )への奥蘇 その他

人牌 蹟係

※「 そ の tJに 記 入 した培 合 に は 、 下 記 に長 伝 的 な 内害 を記 入 して くだ さい。

〔 〕
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(3)看 ユニ員の再就量に対する取り組み状況

再韓この晉ミミ員のこ長について効果をあlデている取ミを上位から順に3つ記入してください (上 位から順にO、 ②、③と記入してください)

再まミのための研湊 み奮プログラムの充婁 本人広 告 を してい る

冒
象ミのモ護ミ員の饉日のサポート了できてぃ II団≧場合 を開tし てい る

旧談て きる慧 口が あ る 退議番を訪銹 している

カースバ ンクに本人をだしてぃる つヽても見学.掲獣ができるようにしている

こ菜安定所 (ハ ローヮーク)に 求人をだしている その地

※「そのセ」に記入 した場合には、下記に具体的な内容を記入 してください

〕
4)専門看ユ面・望定看盪師の今後のこ置計置について

豊在の配置状況及び今後 (平 成27年 まで)の増員予定について、0を 付してください

現在の配 こ状況 (平晨21年 6月 1日 ■ ■ , 今後 (平 ■27年 まで)の増員予定

=門 石 越 蟹 あ り な し あ り 摯ヽ

isE6rE::l h, i "t あ り な し

(5)看饉壼員の定着長追に関し、行政へのご意見・ ご要望等がございましたら、ご自由にご記入下さい

〔
詞 二

=は
これ で終 ゎ りで す 。 お忙 しい なか ご協 力 あ りが と うご ざい ま した 。

〕

∞



参考資料2
第六次看護職員需給見通 し 常勤換算

(単位 :人 )

区 分 平成 18年 平成 19年 平成 20年 平成 21年 平成 22年

而 要 見 通 し 1,314,100 1,338,800 1,362,200 1,383,800 1,406,400

① 病    院 813,900 830,400 846,100 860,100 874.800

② 診  療  所 246,200 2471900 249,600 251,300 253,100

③ 助  産  所 1,800 1,800 1.800 1,800 1,800

④ 介護保険 関係 172,600 178,500 183.800 188,800 194,200

⑤ 社会福祉施設(④を除く) 15,600 16,100 16,600 17,100 17.60C

⑥ 保健所・市町村 36,300 36,400 36,600 36,700 361800

f71教 育 機 関 15,900 15,900 15,800 15,900 15,900

③ 事業所、学校、その他 11,700 11,800 121000 12,100 12,200

供 給 見 通 し 1,272,400 1,297,100 1,325,100 1,355,900 1,390,500

D年当初就業者数 1,251,100 1,272,400 1,297,100 1,325,100 1,355,900

② 新卒就業者数 51,400 51, 100 51,500 51,600 52,500

③ 再 就 業 者 数 85,000 88,200 91,20C 94,600 98,40C

④ 退 職 者 数 115,000 114,600 114,800 115,400 116,30C

需要見通 じと供給見通 しの差 41,600 41,700 ，
′

つ
０ 100 27,900 15,900

(供給見通 し/需要見通 し) 96 8% 96.996 97 3% 98 0% 98.9%

注)四捨五入のため、各項目の数値の合計等は一致 しない。




